
 
 

  

岩手県田野畑村 ＆ 早稲田大学 
地域連携ワークショップ 2019 

~「あなたのアイデアが小さな村のお土産に」なるかも~ 

地域連携ワークショップとは 

地域活性化への挑戦！ーー地域が実際に直面している地域課題について、学部も学年も様々の学生がチームを作り、地域

でフィールドワークを行い、地域でのアクティビティを体験し、自治体関係者や地域住民と一緒に課題解決を練り上げ、最終的に

報告会にて自治体や住民に提案する、実践型のワークショップです。 

地域の魅力を知る、地域課題を深く考える、学部を横断した仲間と協働する、貴重な機会になります！ 
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田野畑村は、景勝地「北山崎」を中心とした観光が村の主力産業の一つとなっていて、通過型観光から滞在型観光への転

換を図ろうと、体験型観光にも力を入れています。 

しかし、依然として団体バスでの通過型観光が観光客の多くを占めているほか、▶東日本大震災後の観光入込の落ち込み

が回復しきれない▶冬期間の観光入込が落ち込む▶知名度が低い――といった課題も抱えています。 

そんな中、今年４月、北山崎で飲食業などを営む３軒が中心となって「北山崎観光振興協議会」が発足しました。村の観光

の中心である北山崎の活性化は、村全体への波及効果が大きく期待できます。 

そこで、「北山崎」をさらに魅力ある場所にするための、お土産品のアイデアを含めた活性化プランを提案してください。 

※野外音楽イベントへも参加予定です！ 

 

田野畑村の魅力 

田野畑村は岩手県沿岸北部に立地する臨海型の

山村です。海産物だけでなく、酪農が盛んで乳製品が

特産品として自慢です。沿岸部には財団法人日本交

通公社による観光資源評価で特 A 級の評価を受けた

景勝地「北山崎」をはじめとした絶景が広がり、また、現

役の漁師がガイドを努める「サッパ船アドベンチャーズ」な

どの体験型観光も盛んな村です。 

村が世界に誇る観光地「北山崎」をさらに魅力的にす
るため、「北山崎に行ったらこれだ！」というお土産＆
活性化プランを提案してください。 



 
募 集 期 間 2019 年 6 月 1０日（月）12：00～6 月 24 日（月）17：00 [期間厳守] 

募 集 対 象 早稲田大学に所属する正規学部生・大学院生（修士課程）（学部、専攻、学年問わず） 

活 動 期 間 2019 年 7 月 11 日（木）～2019 年 9 月６日（金） 

応 募 条 件 全ての公式日程への参加が可能なこと 

募 集 人 数 1 チーム（5 名） 

応 募 方 法 

選 考 方 法 

以下の手順もしくは右の QR コードのリンク先から申請してください。 

① MyWASEDA にログイン 

② お知らせ一覧から「地域連携ワークショップ 2019」を検索 

③ 「地域連携ワークショップ 2019」から「申請」をクリック 

④ 必要事項（志望理由 400 字程度）を入力して申請 

選 考 方 法 
書類選考。結果通知は2019年6月28日（金）17:00までにWasedaメールにて通知します。※

面接を実施することがあります。その際は書類選考合格者に別途案内します。 

注 意 事 項 

① 当ワークショップは一般授業とは扱いが異なります。成績評価・単位認定等はありません 

② 活動地は早稲田キャンパス、岩手県田野畑村内となります 

③ 参加に掛かる費用は参加者による実費負担です。ただし、田野畑村から交通費として約半額

分（＝一往復分）の補助があり、また、宿泊は村の施設を無料で利用できる予定です（光熱

費が別途かかります）。またフィールドワーク中の移動については、役場公用車（村役場職

員が運転）を使用します。 

④ 募集要項に記載されている日程以外にも、自主的にミーティングやグループワークを実施す

る機会が多く、期間中はこのワークショップの活動が中心となりますので、スケジュール管

理はくれぐれも注意してください 

⑤ ワークショップ実施日と重複する集中科目等を欠席した場合、公欠扱いとはなりません 

⑥ 選考結果に関する問い合わせにはお答えしません 

問 合 せ 先 教務部教育連携課 メールアドレス：rbso@list.waseda.jp 

申請フォーム URL 



ワークショップスケジュール 

 予 定 日 程 内 容 

①  
オリエンテーション 

＠早稲田キャンパス 

7 月 11 日（木） 

15：00～ 

18：00 予定 

 チーム顔合わせ 

 自治体担当者からの説明 

 課題説明 

 スケジュール確認、宿泊先、移動方法等 

 事前調査課題 

②  事前調査期間 
7 月 12 日（金）～ 

8 月 5 日（月） 

 学生が自主的に事前調査を行い提案の方向性をま

とめます 

 フィールドワーク期間中の活動計画を立てます 

 必要に応じ大学キャンパスにてグループワークを

行います 

③  

フィールドワーク①

（現地調査） 

＠田野畑村 

8 月６日（火）～ 

8 月 11 日（日） 

5 泊 6 日 

※ 8/９（金）午後・10

日（土）は村音楽イ

ベントに参加 

※ 8/11（日）は移動日 

 田野畑村にてフィールドワーク（現地調査） 

 視察場所は以下を予定 

田野畑村の観光スポット 

ホテル羅賀荘 

北山崎で事業を営む３軒へのヒアリング（飲食

業、小売業、宿泊業） 

観光関係のキーマンからのヒアリング（NPO 体験

村たのはた・ネットワーク、役場担当者など） 

 仮説に対して実際に現地調査を行い検証 

④  提案の作成 
8 月 12 日（月）～ 

9 月２日（月） 

 大学キャンパスにてグループワーク 

 チームごとに提案内容の検討 

⑤  
中間報告会 

＠早稲田キャンパス 

フィールドワーク②の 1

週間前あたり 

8/26～8/28 頃 

 提案内容の中間報告 

※日程は参加学生と相談の上決定 

⑥  

フィールドワーク②

（現地調査・報告会） 

＠田野畑村 

9 月３日（火）～ 

9 月６日（金） 

3 泊 4 日 

 提案内容の検証 

 提案のブラッシュアップ 

 最終日に報告会 

⑦  

報告会 

＠田野畑村 

アズビィ楽習センター 

9 月６日（金）  自治体関係者、地域住民等を前に提案発表 

 

 


